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1．要約（仮）
　1989 年 12 月を頂点とするバブル経済が破裂す
ると，新聞紙上ではバブルに対しての否定的な言
説が 1990 年秋以降急激に増えた。それにもかか
わらず，慣性のままにバブル文化は続いた。情報
誌やライフスタイル雑誌群はいわゆるバブル的な
価値観と消費行動様式を提案し続けることで，バ
ブル文化が引き伸ばされることに加担した。出版
市場自体には実態のある好景気が続いていたの
で，経済が泥沼化していることと，バブル文化的
な誌面との矛盾は看過された。1990 年代後半に
ようやく出版業界も縮小局面にはいった。出版も
含めその後の長い沈滞のなかで，昔はよかった的
な後付記憶としてバブルの社会的記憶が構成され
ることになる。
　そのさいのバブルの記憶は，バブル経済が破綻
した後のバブル文化の事象もバブル経済破綻前の
事象として取り込んだ。時系列を混乱させながら
社会的記憶が構成されたのだ。また，他人の経験
も自分の経験となり，針は丸太のように語られ，
現在では，羨望と懐疑と嘲笑と共感と望郷がない
まぜになったバブルの社会的記憶が再帰的に構成
され続けている。さらに，バブル経済のときには
バブルの中にいると自己認識していなかったにも
かかわらず，当時の生活者がバブルという非日常
のなかにいることを認識していたように構成され
ている。バブル経済が破裂する前には，バブルと
いうことばが世間で一般的に使われることはな
く，世間の主観では景気がよい日常であった。バ
ブル経済が破裂するまでは，世間にとってバブル
は存在しなかったのだ。
　もし，この原稿が完成論文であったなら，こん
な要旨を冒頭に置いただろう。残念ながら今回
は，研究のアイデアスケッチだ。さらに，そのア
イデアがなぜ出てきたのかの，個人的ないきさつ
も含めた覚書（ノート）である。
2．イントロダクション
　今から 30 年前，1989 年 12 月 29 日の東京証券
取引所大納会での取引時間中に日経平均株価は，
史上最高値 38,957 円 44 銭を付けた。いわゆるバ
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ブルの絶頂だ。
　雑誌の編集者だった私は，24 時間戦えますか
と聞かれるまでもなく，2徹 3 徹当たり前で，深
夜の六本木でディスコやカフェバーから溢れ出る
ワンレン・ボディコンの女子大生やOLを網膜の
片隅に映しながら，撮影スタジオから銀座の編集
部に向かっていた。街ではオジサンが一万円札を
振りかざしてタクシーを捕まえようと頑張ってい
る。何 10 回電話してもタクシー会社の配車係に
電話がつながらないのだ。アッシー君の運転する
フェラーリやベントレーをすり抜け，すぐに配車
されたタクシーに飛び乗る。編集者たちには，上
得意専用の秘密の電話番号が渡されていた。午前
0時を回っているのに道は渋滞している。編集部
にもどると編集バイト君たちが，会社もちの食券
で寿司の出前を食べている。一人前 1万円ぐらい
か。機材を置いたら，GOLDに繰り出そう。ジュ
リアナなんてただの大衆ディスコだ。
　この記憶は，どこまでが事実で，どこまでが後
から構成されたのか。
　経歴を話す機会があると，バブル崩壊後から
30 年もたっているにもかかわらず，たいがいの
人から当時は流行を追う編集者として絵に描いた
ようなバブルを楽しんだのでしょと，羨望とやっ
かみと好奇心がないまぜになった質問を受け，そ
して相手が同世代なら，わたしもそのバブルを享
受した一人ですよと同意を求められる。昔は良
かった的な共感を強要されもする。
　研究者の寄り合いでつい最近，バブルのときっ
てどんな感じでしたかと若手から訊かれた。自分
でもいつ
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のことだったかはっきりしないまま，
「某高級バッグブランドの発表会にいったら，市
価数十万円のブリーフバッグがお土産だった」と
答えたら，傍らにいたやはり元同業者の研究者が
「あ，それ私ももらった」と続けた。これ以上の
質問はなかった。羨望というよりは信じがたいこ
とを見聞きして一時的な思考停止状態になったよ
うだ。自分自身の体験に裏が取れたので，たぶん
これは事実だろう。筆者と元同業者は，べつに話
を盛ったわけでも特別な例をもちだしたわけでも
ない。ふと思い出したライフスタイル雑誌の編集
者の日常を，それこそ質問者に偏った情報をあた
えないように考慮して伝えたつもりだった。当時
は，筆者だけでなく，すくなくとも筆者が関係し
ていた仕事の場においては，この状況が主観的に
は平常なのであって，「もしかして，コレへん？」
と立ち止まることにさえ考えがおよばないほど，
このような日々は日常でしかなかった。家にか
えってから気になったので，埃をかぶったスケ
ジュール帳をひっくりかえすと，このエピソード
は，1990 年代後半のことだった。バッグの市価
は確認できなかった。同業者ともども，自分の記
憶は再構成されて歪んでいるのか。それともバブ
ルは 1990 年代後半まで続いていたのか。
　時がたつうちにバブルの伝説も多く語られるよ
うになったが，それらの語りには違和感を覚え
た。女子大生は BMW3シリーズを六本木カロー
ラと呼んで，恋人に昇進させるつもりがない冴え
ない男友だちを顎で使って，車で送り迎えだけさ
せてアッシーくんと呼んでいたというけど，あん
た，それって，ほんとうに自分で経験したの？　
　どこか頭の片隅にその疑問符を残したまま出版
社での仕事はつづき，2010 年に退職すると，空
が青く広いことを数十年ぶりに確認しながら毎日
区立図書館にかよい，新聞の縮刷版を出版社に入
社した 1983 年から日毎に読み始めた。バブルの
手前で若者文化を牽引していた雑誌の編集者とな
り，バブルの真っ只中でバブルを謳歌していた自
分自身の外の世界では，いったいなにがあったの
かを確認したかったのだ。事象のただ中で生きて
いると，自分がなにをやっているのかを外側から
見ることができないからだ。ところが読みすすめ
るうちに，享楽的で甘美な自分自身のバブル体験
に対する疑惑が芽生え，さらにはバブルはなかっ
たのではないかと思うほどになる。なにしろ，新
聞紙面にはバブルということばがみあたらない。
いつもどおりにさまざまな事件や関心事は起こる
ものの，鼓腹太平，ならしてみれば日常は何事も
なく続いている。すくなくとも 1990 年の秋口ま
では。
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3．バブルはいつ意識されはじめたのか
　メディアのコンテンツを分析することで，逆算
して世間の気分を知ることができる。読者はすで
に知っていることをさらに知りたがるもので，自
分が信じていることに沿った情報は受容しやすい
が （植田 2009：219　杉村 1970：17-18　エーコ
2016），自分の考えに反することはたとえ事実で
あっても受け入れ難い。記者一人ひとりの意識は
ともかく，紙上の論調は読者が読みたい方向に収
斂していく（清水 2015a 2015b）。新聞には，大
きな読者の塊がすんなりと納得して受け入れられ
るような事実が掲載される。エッジが効きすぎた
り穿った切り口は排除される。新聞記事として記
述され固定化されたテキストは，その記事が掲載
された時点において，世間がそんなものであろう
と受け入れて認識している現実の表出ととらえて
も，それほど的ははずしてはいないだろう。いっ
ぽう雑誌の記事を分析対象とすることも可能であ
る。雑誌は特定の読者との共感によって成り立つ
媒体なので，記事はピンポイントで個別的で偏っ
た価値観から書かれているものの，おうおうにし
て新聞や電波メディアより下世話でリアルで詳細
な現実の記憶が固定化されている。神は細部に宿
る。時代の細かなひだを読み解くなら雑誌が有効
だが，漠然とした世間の気分や価値観，考え方，
常識などを分析するには新聞が有利である。
　ここでは朝日新聞の記事を，1984 年から「バ
ブル」をキーワードとして検索した（1）。図 1 は
「バブル」ということばが含まれる記事数を 1988
年と 1989 年は年ごと，1990 年 1 月から 1992 年 5
月までは月ごとのグラフにした。図 2は 1988 年
から同様の記事数の年ごとの推移だ。
　「バブル」の初出は 1985 年 02 月 13 日付けだ。
「いまのドル高は理屈抜きの期待感で動くいわゆ
るバブル（アワ）現象だ。アワはいつか割れる」
とあるが，論調は，「しかし今回の円安は，日本
経済にとっては最近はやりのしつこい風邪みたい
なものだ。多少長引くようだが，じっと養生して
切り抜けるしかあるまい」と景気の良さを表現し
たものではない。ここでの「バブル」が示す内容
は，現在，バブルということばが一般的につかわ
れるときに認識される意味合いとは異なる。裏付
けのない資産価値膨張という観点からのバブルが
初めて朝日新聞紙上に現れるのは，1988 年 2 月 2
日付けの記事のなかでだ。「株式市場があぶく相
場（バブル）となって，最後には破裂して大恐慌
へというのがシナリオだ。1930 年代の恐慌から
ほぼ 60 年たった現在，状況は当時と類似してい
図 1　バブルということばを含む記事の掲載回数（1992年 5月まで）
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る」と書かれている。
　次に紙上で「バブル」ということばを見るのは
1989 年 6 月 7 日だ（2）。後世バブルの絶頂といわ
れる日経平均株価が最高値をつけるまでで，バブ
ル景気のこととして「バブル」ということばが朝
日新聞に載ったのは，わずかにこの 2回のみだ。
3回目は 1990 年 1 月 4 日の社説だ（3）。「バブルは
常に破裂する危険をはらんでいる」という論点は
指摘されているが，記事は「日本は景気絶好調の
中で新年を迎えた」ことを前提にかかれている。
すでに危険領域に入ってしまったという危機感は
ない。同年 1月 21 日付けでは，「今年になって東
京市場の株価が下げていますが，どう見ています
か」という記者の質問に対して，ブリーデン米証
券取引委会長が次のように答える記事が掲載され
ている。「楽観的に考えていいと思う。東京と
ニューヨークの株価はほぼ連動して動くものだ
が，昨年 10 月のミニ暴落の後，ニューヨーク市
場が上下変動していたのに，東京の株価はほぼ一
本調子で上昇していた。バブルがどんどん膨らん
だ後に破裂して大きく下げるよりは，先に小さく
下げたほうがよいだろう」。
　同年 2月 27 日付けでは「順調に拡大している
景気の腰が折られないか，との懸念が出始めた」
という記載があるが，続けて「これまでの下げ幅
では「バブルが吹き飛んだ程度で心配ない」との
見方が主流で，「この程度なら，むしろ過熱気味
だった景気を冷やして，結果的には景気は長持ち
する」との見方すらある」と両論を併記してい
る。ただし，同日の別記事のタイトルは「破裂し
たバブル　株式過剰も要因」となっている。この
ように朝日新聞紙上ではバブルが破裂したと問題
視されはじめた。しかし，その後もバブルについ
ての記事は増えない。掲載頻度が高まり始めるの
は 1990 年秋口からで，2018 年までの間に朝日新
聞紙上には「バブル」ということばを含む記事が
45266 回掲載されている。1990 年からの 29 年間
のあいだ年平均 1561 回，1日平均約 4.3 回新聞紙
上にバブルということばが含まれる記事が掲載さ
れてきた。
　病名ができて，患者が生まれる。世間では，
1990 年の夏まで自分たちがバブルのさなかにい
たという認識はほとんどなかったと言えるだろ
う。いや，まったくなかったといえるかもしれな
い。そう推測することは，1990 年に 33 歳だった
筆者の感覚とも一致する。
4．研究の糸口
　理屈っぽく書いてはみたが，区立図書館に毎日
かよって新聞の縮刷版を読んでいたときには，も
ちろんこんなことには思いもよらなかった。もっ
図 2　バブルということばを含む記事の掲載回数（年ごと）
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とシンプルな問，「バブルってなんだったのか」
を知りたかっただけだ。研究者になるなどという
大それた将来設計もなく，いったい自分がどう
いった時代になにをやってきたのかを岡目八目で
知りたかった。紙面とにらめっこすることで，こ
のもやもやに何らかの回答が得られるのではない
かと期待していた。だが，甘かった。
　主観的な自分の経験と，そのときの世間という
客体との関係の認識手段や分析するための方法
論，理論，先行研究にたいする知識，物事を学術
的に処理する能力，そのための訓練，すべてが欠
けていた。ぶつかっていく相手としてバブルは巨
大で茫漠としてどこから手をつけてよいのか，出
版社を退職しただけの素人にはなすすべがなかっ
た。
　そんな 2011 年春，江戸川大学に職を得ること
ができた。某大学の学長は卒業式の式辞で，「人
生には努力と運が必要だ。ただし，運はどうにも
ならない」と，身も蓋もない社会の真実をさらけ
出した。ある大物女性ミュージシャンは，私には
あふれる才能があって運もあるのとインタヴュー
に答えていた。筆者は運の前髪をつかんだ。ただ
し，それだけである。まあ，研究者になってし
まったのだから，なんとかなる。元編集者の強み
といえば，現況をポジティブに処理していく図太
さである。ことが起こってしばらくしてから構成
される社会的記憶を研究テーマにするにはふさわ
しいスタートだったかもしれない。
　まずは，勝負の土俵を小さくして現実的な線か
ら始めた。1964 年の夏のあいだだけ，銀座の一
角に出現した「みゆき族」から手を付けることに
した。バブルよりもずっと小さく，事象の時期が
数か月と短い。さらに現在に至るまでに記述され
た後付記憶が，個人的記憶としても社会的記憶と
しても豊富にある。しかもそれらが，みゆき族が
いた同時期のマスメディア上に固定化された記述
とおうおうにして齟齬がある。初学者としても研
究対象にしやすいネタである。編集の現場で諸先
輩の思い出話をさんざん聞かされて，違和感をな
んとなく感じてもいた。元編集者だから，キー
ボードをパチャパチャやるのはなんの抵抗もない
が，なにしろ論文と名前のつくものは卒業論文以
来書いたことがない。卒論を指導する身になって
しまってからでおこがましいが，数十年まえに書
いた卒論など，それこそ同窓会のネタにもならな
い。押しかけで社会学の大家で大学時代の先輩に
教えを乞うた。ありがたいことに，繰り返し適切
な指導をしていただけた。
　土俵をさらに小さくした。関係者にあえてイン
タヴューをしないことである。そもそも記憶は構
成されるものである。編集者としての経験から，
インタヴューされる人は嘘をつくということを
知っている。嘘というと悪意があるようだが，そ
うではなく，話をするということは自分自身に
とって心地よいものへ，さらにはインタヴュアー
にとっても受容しやすいものへと，たいがいのば
あいは話している本人が無意識に記憶を再構成し
ているのだ。サービス精神などと言われる，アレ
である。人様の経験がいつの間にか自分の経験に
なり，脇役はいつの間にかヒーローやヒロインと
なる。現在の自分に都合のいいように記憶を構成
して想起するのだ。マスコミの現場では，その発
言の信頼性に疑問があることをわかりながらも使
うことがある。
　メディア関連の文献を読んでいて疑問に感じる
ことがある。関係者に過去の事象を聞き取りした
ことを，なぜそのまま論拠としてしまうのか。そ
の発言の裏はとったのか，なぜその発言をしたの
か，どのような構成過程を通して発言されたの
か，時系列で内容に変化はあったのか。こういっ
た資料評価をした後ではなければ使うことはでき
ないはずだ。編集者には取材対象の発言に対して
の猜疑心が実務のなかで埋め込まれている。
　ではどうしたらいいのか。分析対象の事象が起
こった同時期もしくは直後の外部記憶装置に固定
化された記述を初期条件として，時系列に沿って
後の記憶を分析する。具体的には雑誌や新聞，参
考文献だけから論をすすめる。たとえば同一メ
ディアが同一の事象について時間がたつにつれて
異なる記事を掲載している事例があれば，なぜそ
のように変化したのかを分析する。どちらの記事
が正しいかという観点ではなく，変化した理由と
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その背景を分析するのだ。もちろん，誰がどうい
うつもりでその記事や書籍を書いているのかとい
う評価をしながらだ。そんな方法論を査読者がメ
タ分析をしたのですね，と言ってくれたので，そ
うか，メタ分析なのかと自己認識できた。これも
後付である。
　さいわいなことに，こうして書いたみゆき族と
『平凡パンチ』とVANがおりなす社会的記憶の
構成とその機序についての論文（2013）が，学会
誌に掲載されることになった。バブルが富士山の
頂上だとすれば，みゆき族は登り口の浅間神社
だ。研究者の仲間入りができたと勝手に解釈し，
その後，1956 年度の『経済白書』に書かれてい
てすぐに流行語となった「もはや「戦後」ではな
い」というフレーズの社会的記憶が，同書に書か
れた意味合いとは真逆の意味として構成されてい
く過程（2015a）を，次には「若者の読書離れ」
という“常識”の構成と受容を研究し，2000 年
代初頭までは若者は読書離れしているとは言え
ず，くわえて大人より読書時間が長かったにもか
かわらず，1970 年代から若者が本を読まないと
いう言説が流布し始めたこととその機序を論じ
（2015b），さらに「江戸時代の識字率は高かった」
という統計の裏付けがない常識がどのように構成
されたのかについても研究をすすめた（2017）（4）。
ところが，傍からみると，テーマがバラバラで
いったいなにを目指しているのかわかりにくい。
たしかに研究対象はとっちらかっているが，検証
しやすい事例を選んで，社会的記憶がどうやって
構成されたのかを探っているので，本人として
は，研究対象を分析する目的という点では一環性
があるつもりだ。しかも最終的には対象をバブル
にしようという野望もある。とはいえ，富士山頂
は遠い。
5．バブル文化の慣性
　ヒーハーよろよろしながら歩を進めているが，
ときにははるか高みに頂上をみながら，パソコン
画面に置いたままのバブルと名付けたフォルダに
新たな資料を突っ込んでいる。つい最近では，ふ
つうに仕事をして暮らしている人の金回り感覚を
指標化しようとおもい，平均民間給与前年比と日
経平均株価前年比と全国市街地全用途平均価格指
数前年比を組み合わせて，勝手に金回り期待指標
と名付けた数値を算出して 3年移動平均でグラフ
化してみた（5）。さらに単年度ごとの雑誌推定販売
部数を重ねた。経済指標はいろいろあるが，世間
の大多数の人にしてみればこの 3つの指標が，貿
易黒字赤字や GDPなどよりも自分自身の懐具合
や主観的な金回りを期待したり心配したりして判
断する指標にしやすいし，また日常的にマスコミ
や口コミで関連する情報を得ていると考えたから
だ。給料の上がり下がりがもっとも身近な金回り
の変動要因だ。自分で株式投資をしていればもち
ろんのこと，投資をしてなくても間接的ではある
が株価の上下も財布を開けるときの判断に影響を
与える。さらに，土地価格は借家住まいでも持ち
家でも気にかかる。ベタにいえば土地持ちにたい
する羨望ややっかみを感じたり，きゅうに資産持
ち気分になったりだ。いずれにせよ自分が所有し
ているかどうかにかかわりなく株価や土地価格が
上昇すると世の中の金回りがよくなって，自分に
もおこぼれがまわってくるような気分になる。一
般的にバブルと言われる時期は金回り期待指数の
山と重なっているが，雑誌推定販売部数の山とは
5〜6 年ずれがある。このずれにかんしては後述
する。
　人は加速度を感知して状況の変化を知りその変
化に対応する行動を取る。どんなに速く飛ぶ
ジェット旅客機でも，一定の巡航速度では乗客は
停止しているのか飛んでいるのかわからない。加
速度によって飛んでいることを知る。さて，もし
人が外部のデータに思考や感情を連動させるのな
ら，1980 年代前半に下降していたこの金回り期
待指数が上昇する 1986 年から 1987 年ぐらいに気
分が高揚し，物質的にも文化的にも消費行動が派
手になり自己肯定感が強くなっているだろう。明
日がある，しかもそれが明るいからこそ人はは
しゃぐ。そして同指数が高台に乗り安定した
1989 年ぐらいまでは，その状態が常態
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となる。
明日のことはともかく，この金回りのよさがふつ
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うだと感じている。ただし，上昇率がプラスで
あってもその変化率が低下しはじめると理屈の上
ではもうはしゃいでいる時期ではないと考え，は
しゃぎ方も緩やかになるはずである。着陸態勢に
入りさらに加速度がマイナスになりはじめる
1990 年以降は，状況変化を察して消費行動を抑
止させる方向に変化させるはずである。はずなの
に，世間は勢いではしゃぎつづけていた。たとえ
ば詳しくは後述するが，バブルの申し子のように
言われる雑誌『Hanako』は 1990 年代中葉になっ
ても，高額商品やサービスが所狭しと誌面を埋め
ている。バブルの象徴と記憶されているディスコ
のジュリアナ東京は，1991 年 5 月に開店し 1992
年から 1993 年が全盛期である。バブル的消費行
動が継続する時期は金回り期待指数の動きとズレ
があるようだ。
　前述のように，すでに 1990 年の秋以降は新聞
紙上でバブルはさかんに「吹き飛ん」だり「破
裂」したりして社会問題になっている。しかし，
経済指標だけで人の気分ははかれない。とくに文
化，いいかえれば人の価値観や行動様式やその表
出としての流行や欲望は，巨大タンカーと同じよ
うにエンジンを止めてからもその質量に応じて慣
性のままに進んでしまう（6）。文化の慣性論につい
ては，雑誌広告の打ち合わせで広告会社のマー
ケッターがなんとはなしに口にしたとき，筆者は
えらく感心したものだ。さすが，広告会社の人は
キャッチーなフレーズを生むのがうまい。バブル
経済とバブル的な文化の盛衰は時期が一致しない
ようなのだ。ジュリアナ東京はバブル経済が崩壊
したあとの徒花だったのか。それとも，バブル丸
という巨大タンカーに積載されていたバブル的な
文化は止まるまでに数年を必要としたのだろう
か。そもそも，いつジュリアナ東京はバブルの象
徴となったのだろうか。
6．バブル文化についての先行文献
　どうやらバブルを論じるときには，経済的側面
と文化的側面に分けて考えたほうが捉えやすそう
だ。ここではそれらの 2側面を，バブル経済とバ
ブル文化と呼ぶことにする。バブル経済は，社会
的記憶では 1989 年末を頂点として急激に破裂し
たとなっている。これはすっきりとしている。と
ころがバブル経済が破裂しても，バブル文化は慣
性で続く。そしてバブル経済破綻後の 1990 年代
のバブル文化の事象は，時系列が混乱してあたか
も 1990 年以前のことのように記憶されることも
ある。バブル文化の社会的記憶は一筋縄ではいか
ない。
　ここでは，先行する文献として同時期に刊行さ
れた『バブル文化論』（原宏之 慶應義塾大学出版
図 3　金回り期待指数と雑誌業界のピークとは時期が 5～6年ずれる。
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会 2006）と，『バブルの肖像』（都筑響一 アスペ
クト 2006）の 2 冊を取り上げる。常套句として
なら先行研究とするところだが，前者は研究なの
だが，後者は週刊誌の連載でよりリアリティのあ
る平場からの目線で書かれている。立ち位置の方
向性がまったくことなる両著作にリスペクトを込
めて，ここでは 2冊の先行する文献とした。
　「いまだ語られずにいる「八〇年代」の特殊性
を浮き彫りにする」とカバーに記された『バブル
文化論』は，バブルを文化的側面から包括的に論
じた数少ない研究で，《バブル文化期》を 1986 年
〜1993 年頃（86p）とバブル経済期よりも引き伸
して定義し，広汎な学術的知識とテクニックを駆
使してあらゆる方向からバブル文化を論じてい
る。しかし気になる点もある。たとえば 1987 年
についてその当時に分析のまなざしを置きながら
記述するさい，「一九八七年といえば，日本社会
でもバブル崩壊を疑う者などそういなかっただろ
う」（11p）などというバブルが論じられるとき
に使われがちな表現を採用していることだ。バブ
ル崩壊以前でも今がバブルであると世間が自己認
識していたことを前提にしていなければ，その崩
壊を疑うことはできない。だが，前述のようにこ
の時期にバブルを意識していた人はほぼいないと
推測できる。「バブル期を高校・大学で過ごしな
がら《バブル文化期》を享受」（233p）した著者
でも，時系列が混乱した後付の記憶からは逃れら
れていないのだろうか（7）。
　いっぽう，『バブルの肖像』は 41 のバブル事象
やその立役者について，2004 年 10 月から 1年間
にわたって『週刊朝日』に連載された記事をまと
めたものだ。同書ではバブルの時期を「1986 年
秋から 1989 年暮までの 3年あまりしかなかった」
（3p）としている。著者は，1980 年代にはすでに
出版業界内でフリーランスの編集者として取材，
執筆をしている。また当事者として後にバブル的
と呼ばれることになる事象を生むことにもかか
わった。いわば「中の人」である。それにもかか
わらず，対象に対しての素朴な興味から出発し，
「いま考えてもバブリーだったと思うのは」（69p）
というように，15 年後の記憶と取材で論考して
いる。筆致は小難しい理屈も懐古も避け，対象か
ら軽く距離をとりつつも，視線は好意と愛情に溢
れている。へんにアカデミズム的な論理性や整合
性を求めなかったために，著者自身が意識したか
どうかはともかく，すなおなバブルの記録になっ
ている。ところが，なんのきなしに読んでいると
バブルあるある話なのだが，全編の 4分の 1を超
える項目は著者自身が定義したバブルの時期を越
える 1990 年以降のことなのだ（8）。都筑はバブル
経済の時期をバブルの時期としながら，バブル文
化も含めてバブルを包括的にとらえていた。
　つぎに，バブル自体ではなく，バブルの記憶の
研究はあるのかといえば，視界に入ってこない。
「バブルのときには」と前置きをして，潤んだ目
で遠くを見ながらバブル的消費行動をたがいに懐
かしみあう，いわゆるバブル世代の中高年男女の
記憶は誰によってどのように構成されたものなの
か。小説を編むように個々人が好き勝手に妄想を
組み立てるだけだったら，世間の常識と整合性が
取れなくなり，齟齬が激しいばあいには，その個
人の人格さえ疑われることになる。ということ
は，いつの間にか常識としてのバブルという記
憶，すなわち社会的記憶が構成されていることに
なる。1990 年の夏以前にいまがバブルであると
認識していたとう記憶があれば，それはメディア
によって後付で構成されたものだ。人はおうおう
にしてメディアによって構成された社会的記憶を
自分自身に敷衍し，無意識のうちにあたかも自分
自身の経験のことのように取り込み個人的な経験
の記憶として構成する。マスコミはその構成され
た個人の記憶を取材し新たな記事を掲載すること
で，社会的記憶は再帰的に構成し直されていく。
では，その社会的記憶はどの方向に構成されてい
くのか。それは，個人にとってもメディアにとっ
ても心地よいストーリーとして構成されていく。
心地よさが社会的記憶を構成するモチベーション
となる。バブルにかんしてではないが，この一連
の社会的記憶の構成過程については，4. 研究の糸
口で述べたように別々の対象を分析しながら拙稿
（清水 2013 2015a 2015b 2017）で考察している。
　次セクション以降ではバブル文化の慣性の具体
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例として雑誌『Hanako』を，また社会的記憶の
構成過程を探る一助としてジュリアナ東京を取り
上げる。『バブル文化論』で定義されたように，
はたしてバブル文化は 1993 年頃で終了したのだ
ろうか。
7．『Hanako』でバブル文化を追う
　バブル文化が慣性でいつまで続いていたのかを
知るには，同時期の雑誌が役に立つ。「実体経済
が下降しはじめても世相的にはモノや文化を消費
することで生活の満足を得る意識は萎むことな
く，雑誌から得る情報への需要も旺盛だった」
（藤竹 竹下：150）のだ。デジタル化の波がまだ
岸に寄せる前の 1980 年代から 1990 年代にかけて
は，電波と印刷メディアがマス・メディアとして
の役割をほぼ独占的に担っていた。他メディアで
は取り上げにくい，先鋭的であったり，逆に下卑
であったりする文化的な情報は雑誌の得意分野
だった。ふつうの人にとってのインターネットで
ある www を欧州原子核研究機構（CERN）の
ティム・バーナーズ =リーが発明したのは 1989
年で，インターネット時代の幕開けと囃された
「ウィンドウズ 95」は 1995 年になって発売され，
日本では 1990 年度末に 0.7％にすぎなかった携帯
電話普及率が 50％を超えたのは 2000 年度末で，
携帯電話からメールやウェブ閲覧などのインター
ネットサービスを使えるようにした i-mode の
サービス開始は 1999 年だった。国内初の商用検
索サイトYahoo! JAPANの開始が 1996 年で，日
本でのフェイスブックのローンチと iPhone の販
売開始は 2008 年だ。
　雑誌のなかでもバブル文化を体現したメディア
で「ハナコ族」ということばさえ生んだ『Hana-
ko』は，1988 年 6 月にマガジンハウスから週刊
誌として創刊された。情報誌として販売地域を首
都圏に限定したエリア誌だ（9）。『バブル文化論』
では「二〇代の女性に熱烈な支持を受け」「一世
を風靡した」（135p）と指摘している。創刊号は
「アーバンリゾート青葉台」（11p）などと名付け
られた人気エリアの賃貸住宅紹介で巻頭特集を始
める。同誌は首都圏の可処分所得が高い若い女性
に支持をえて部数を伸ばし，読者のニーズに煽ら
れるように，高級ブランド，一流レストラン，有
名ホテル，ゴージャスな旅行，自尊心を満足させ
るカルチャー情報などで誌面ははちきれそうだっ
た。それに合わせるように広告ページも膨らん
だ。号ごとの特集によって掲載される情報はこと
なるが，ワンランク上やクラスを目指して，それ
に見合った物質的・文化的消費を享受できること
は読者にとって当然であるという前提で編集され
ていた。ホイチョイ・プロダクションズの馬場康
夫（10）がこの感覚を 2018 年になって次のように巧
みに解説している。「バブルのころ，みんながや
りたがったことは，だいたい上流階級というか戦
前の華族の人がやっていたことです。ちょっとい
い服を着て，海外旅行に行き，フランス料理を食
べて，軽井沢でテニスやスキーをする。そういう
おしゃれな生活にみな憧れました」（朝日新聞 1
月 14 日）。馬場が 30 年前にこう感じていたかは
検証ができない。だが，この発言の真偽が問題な
のではない。馬場が 2018 年の時点での記憶で 30
年前を語った言説を，朝日新聞という看板を掲げ
た記者が，ほかの発言ではなくこの言い回しを同
メディア上に載せたいと思い記事を書き，デスク
や編集センターなどのゲートキーパーが掲載を決
定し，朝刊の経済面に印刷され 600 万部弱が販売
され，既読率はわからないが相当数の読者が目に
して記憶したことである。ああ，面倒くさい。
　試みに，『Hanako』のおもに特集タイトルを創
刊号から経時的に追っていった。バブル経済の時
期には，バブルということばはタイトルにはみつ
けることができなかった。これは，朝日新聞での
検索結果と整合している。誌面からは経済が異常
な状況であるという編集の認識は感じられない。
ハナコとフロア違いで別の雑誌を編集していた本
稿の筆者も 2019 年の現在，その時の経済状況は
平常運行状態ととらえていたと記憶している。前
出の馬場は「バブル当時，景気がいい実感はあま
りありませんでした」（朝日新聞 2018 年 1 月 14
日）という。だが同紙 1991 年 7 月 23 日では，
「わが国の経済を支える消費の担い手としての女
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性の存在感はますます重みを増し，バブル崩壊後
も日常の消費は着実に伸び続けている」。「社会進
出を積極的に果たし，高学歴，高収入で余暇の使
い方に精通し，自己実現を貫くはつらつとした女
性たち」は，雑誌に載った「情報をもとに」「自
らの生活をより充実させるための消費を日々果敢
に行っているのである」と明るく力強い論調で，
今は「雑誌文化の時代」だとしている。1991 年
以前にキラキラとした「女性の時代」が始まって
いて，バブル経済以降も続いていると捉えている
記事だ（11）。いつ，だれが，なんの契機で想起す
るのかによって，記憶はその形を変えてしまう。
　ここではバブル経済後のバブル文化の盛衰を知
るために，1990 年の秋からの号に焦点をあてる
（ページが書かれていない「 」書きはタイトル。
ページが記されている「 」書きはリードや本文
中）。
　新聞紙上ではバブルが破裂したと社会問題視す
る記事が目立ちはじめたころ，『Hanako』1990
年 10 月 11 日号では，巻頭特集に「有能なアッ
シー君 10 人分の価値あり／クルマまわり大情報」
とタイトルが打たれ，イメージカットにはジャ
ガーXJ-S クーペ（1050 万円）が使われている。
翌 1991 年 1月 17 日号には，「ハイライフ inパリ，
ミラノ，ローマ買い物ガイド大情報」が掲載され
る。3月 7 日号では，同誌の志向性をあらわすよ
うに，一流に対する強迫観念とも渇仰の変化球と
も言える言い回しで「都会的女性はホテルの味に
ついて造詣が深くなければならない！」というタ
イトルが表紙に踊る。この「なければならない」，
すなわち一流を知っていて当然であるというスタ
ンスが他者に向かうと，「連れてってもらう銀座
110 軒大情報！」（7月 4日号）という，自分自身
の価値を高く評価しきっていることが前提の特集
となる。9 月に入っても 12 日号では「意識の高
まりが私を文楽に連れてゆく」，11 月 21 日号の
クリスマスプレゼント特集では「私たちの幸福の
カカク」とボルテージは上がったままだ。
　1992 年 1 月 16 日号では「そろそろ地中海で泳
ぐ大情報」，4 月 23 日号はリーズナブルな「伊
豆・箱根の 2万 5 千円台の名旅館 75 軒大情報」，
6月 18 日号にはモナコグランプリで「奇跡的勝
利の夜，セナと一緒にクラブへ行った。」とある。
伝説的 F1 ドライバーのあのセナだ。9月 3 日号
のスキー特集ではバブルということばがタイトル
まわりで見つかった（12）。「アフターバブルでも行
けるカナダスキー。スケールも格式も申し分ない
／ぜいたくなバンフ。」だ。バブル後ということ
ばとは裏腹に悲壮感はまったく感じられない。年
末も近い 11 月 26 日号の巻頭特集は「リーズナブ
ルな価格が今年の統一原理！／コレデスマス・プ
レゼント 436 点大情報」と，景気の悪さを意識し
ているが，最初に紹介されているのはティファ
ニーのペンダント〈ムーン〉で 16 万円だ。
　1992年 12月 31日 1993年 1月 7日合併号では，
巻頭特集「1988〜1992 よかったよかった／ニッ
ポン最強時代」を組み「黄金の泡賞」を決定して
いる。しかしタイトルから察してもらえるよう
に，暗さは微塵もない。『Hanako』にとっては，
バブル崩壊もネタでしかないようだ。3月 4 日号
の上京者のための東京暮らし方ガイドの巻頭特集
で最初に取り上げているのが，ジョン・ロブのコ
インローファー7万 2千円。世間の風を感じたの
か，「銀座で 2000 円で夕食／1000 円でランチ」
とこれまでの勢いとは異なる路線の特集が 3 月
18 日号に組まれている。この時期から号によっ
てOLの身の丈にあった情報にするのか，今まで
通りの路線でいくのか編集の方向性にばらつきが
目立つようになる。9月 2 日号は「まさにスキー
ヤーのために作られた大リゾート／ウィスラーは
スキーの大テーマパークだ！」で，12 月 9 日号
には渋谷は午前 2時以降南口タクシー乗り場がす
いているとの「信頼できるウワサ」（18p）を掲
載し，「聖夜のディナーのフィナーレを飾る限定
販売のクリスマスケーキ。」として帝国ホテルの
1 日 10 個限定 1 万円の〈クリスマスツリー・イ
ンペリアル風〉を紹介している。相変わらずであ
る。一方， 12 月 16 日号は「一流ホテルの 1万円
台のXmas ディナー33 軒大情報」としおらしい。
30 年近くたった現在からみれば，1万円台のディ
ナーを「しおらしい」としたことに違和感を覚え
るかもしれないが，当時の『Hanako』に絡みつ
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いた金銭観からすればビンボー臭い価格設定であ
る。
　翌 1994 年になっても混乱は続いて，2 月 3 日
号は「贅沢かもしれないけれど，ひと冬に 1 回
は，ぞんぶんにフグ・カニを食べたい !」と歯切
れが悪い。3 月 24 日号の新車情報での，2 シー
タースポーツカーMG・RV8 を「399 万円という
安さも，人気に拍車をかけている」（91p）とい
う金銭感覚とはうらはらに，7月 7 日号「最高級
ネームドスイートに酔う。」特集では，以前なら，
私なら泊めてもらって，もしくは泊まって当然と
ばかりに紹介しただろう 1 泊 45 万円のフォー
シーズンホテル椿山荘東京のインペリアルスイー
トなどについて，「羨望と野心芽生える部屋に泊
まれるのはいつ？」（32p）と醒めた視点も垣間
見える。バブルの申し子の同誌とはいえ，すでに
バブル的な状況ではないことは認識している。で
も，わかっていながらも，バブル的な行動様式を
続けたい，いや続けるべきで，続けられるはずだ
という編集部の心持ち，とりもなおさず読者の願
望が表現されている。頭ではわかりながらも，感
情やカラダはまだバブル文化が継続している，し
ていたい，という二律背反を背景に，ふらつきな
がらもバブル文化がまだ慣性によって停止できな
い状態にあるといえる。
　バックナンバーをくくるのをここまででやめれ
ば，バブル文化は 1993 年頃までであるとの『バ
ブル文化論』での定義に納得しているだろう。と
ころが，こんな殊勝な気持ははやくも 1994 年年
末にはどこえやらで，11 月 24 日号で「景気回復
のキザシあり !?」と再度号砲が鳴り響くと，12
月 1 日号「速攻買いのクリスマス，これが私の欲
しいもの。」では，1980 年代末の勢いと自信がも
どり，「いまやオーダーしても 1年半から 2年待
ちはあたりまえ」（6p）のエルメスの〈バーキン〉
57 万円で特集がスタートする。後続には高級ブ
ランドの人気商品がずらり。徹しきれなかったも
のの『Hanako』誌面では，安いほうがいい時代
は 1年半程度だった。この間の誌面の揺れを慣性
の観点から例えることができるだろう。一度踏ん
だブレーキで制動が効きカラダが前に傾いても，
ブレーキから足を話すとカラダが自由になり，
残っていた慣性力で車がふたたび走り出したと感
じる。これに対して馬場は，「僕の感覚だと，バ
ブル崩壊後も 94 年ぐらいまでは世の中にバブル
の気分が残っていました。しかし，その後は急に
景気が冷え込んだ。」（朝日新聞 2018 年 1 月 14
日）と，バブル文化は平野が崖で終わるような印
象を想起している。馬場は世間全体の，すなわち
世相をとらえたのだろうが，ターゲットメディア
である『Hanako』はバブル文化を継続できる層
を想定し，またそれに対応する，もしくは憧れる
読者がいたということだろう。
　1995 年になると 2 月 9 日号では，忙しい毎日
からの逃避行としてフォーシーズンズ東京やパー
クハイアット東京などの高級ホテルで優雅にリラ
クセーションすることを提案している。3月 9 日
の東京初心者向けガイドは「あのブランド，あの
ショップ，あんなこと，こんなこと，すべて知り
たい !」とエルメスからはじまって一流ブランド
が並ぶ。4月 27 日号は「日本のナンバー1ショッ
プがそろった銀座にお出かけ！」で，寿司の久兵
衛で本物のおいしさに感動している。5月 18 日
号「心からほしくなる ’95 年版ジュエリー図鑑。」
では，ハリー・ウィンストンの〈ウェディングバ
ンド〉218 万円やブシュロンの水晶ネックレス
140 万円が取り上げられている。7月 27 日号には
「高ければいいとされた時代を経て，安いほうが
いいという時代も終わり，いま，ようやく，「か
わいい」ものが大事にされる時期になってきた」
（6p）とある。もちろん，ヴィジュアル的にはか
わいくても高価なのだが。9 月 28 日の「秋色の
鎌倉散策。」の 1軒目はたじまでふぐ刺し 1万 5
千円，コースで 3万円。「贅沢かもしれないけれ
ど／ひと冬に 1回は」と謙虚だった 1994 年 2 月
3 日号の慎みはどこにもない。10 月 12 日号は上
海ガニが，「今が食べ頃。さぁ，みんなで中華街
に繰り出そうッ!!」。同月 26 日号は「すし食い
ねェ !」で久兵衛にさゝ木。11 月 23 日号は「安
息の島バリ」で，切り口はもちろんゴージャスな
リゾートだ。
　1996 年 1 月 25 日号では，349 万 5 千円のアウ
184 30 年まえ， バブルはあったのか？
ディA4の紹介ページで「若奥さま用のセカンド
カーというのが理想のスタイルかな」（87p）と
軽やかで，3 月 7 日号では「東京のいま
4 4
と
MUST」（6p）が詰まったブランドショップ紹介
を，4 月 11 日号の銀座名店ガイドでは，マキシ
ム・ド・パリについて「ランチ 6000 円〜という
お値段は，濃密なフレンチの世界を満喫できると
思えばむしろリーズナブル」（12p）と威勢がい
い。1997 年になっても記事のノリはかわらない。
誌面を見るだけならバブル経済が続いているよう
だ。予想通りに筆者の記憶がずれていないことが
確認できた。というか，筆者は同じ本社社屋の別
の編集部で仕事をし，最新刊がでると，すべての
雑誌が配布されていたので否応なしに『Hanako』
にもオン・タイムで目を通していたのだ。
　このように，1988 の創刊以来，『Hanako』の
誌面には 1992 年の夏過ぎまで，バブルというこ
とばは少なくとも主要なタイトルまわりでは見つ
けられなかった。1993 年から 1994 年にかけては
一時的にバブル経済が終わってしまったことを意
識しているが，1994 年末以降はふたたびバブル
文化を体現したメディアに戻る。ただし，きわめ
て感覚的な言い回しにはなるが，1992 年までの
祝祭への参加を強制するような熱量は感じられ
ず，すでに知ってしまったバブル文化の快楽が誌
面のデフォルト状態となって，醒めた安定感が感
じられる。ことば遣いに過ぎないといわれればそ
れまでだが，タイトルまわりで頻出していた「大
情報」「大百科」といった大仰なレトリックから
しだいに「大」がとれることも散見され，「情報」
「図鑑」などと抑えられていく。巻頭特集のタイ
トルに強調の「大」が加えられた本数は，例とし
て 1989 年と 1996 年の９月から 11 月で比較する
と，前者が 13 号中９特集あったのに対して後者
では 13 号中 2 特集だけだった。こんなところに
も，祝祭から日常への変化が感じられる。
　高級な物質・サービスへの消費が祝祭から日常
へ移った経緯については，『バブル文化論』4章
が具体例を交えて詳しく解説している。要約すれ
ば，バブル経済以前には手に入るなどと夢にも思
わなかった高級な高値の花も，一度味わってしま
えば 2回目からは当たり前のものとなってしまう
とういう身も蓋もない真実である。馬場が指摘し
た「上流階級というか戦前の華族」の真似を一度
でもしてしまえば，し続けたい欲望はのこっても
熱気は弱まる。さらに，高嶺の花を得る現実可能
性が提示されただけで，自分が実際に得ることが
なくても花のオーラは減耗していく。たとえば宇
宙旅行だ。かつては夢物語であったが，自分では
出せなくても誰か別の人が数千万円でロケットの
チケットを購入することで，ファンタジーにとも
なう熱気は消えていく。バブル文化についても同
じことが言える。エルメスのバーキンを友人が
買ったら，私も欲しいという欲望は強まるかもし
れないが，だれにも手に入らないバーキンという
オーラは消失する。憧れの久兵衛も一度食べてし
まえば，「美味しいよね，あそこ」レベルに心の
なかで整理整頓されてしまう。これが，『Hana-
ko』の誌面から漂う熱気やオーラの減少といえ
るだろう。
　1990 年代の中葉にまで引き伸ばされたバブル文
化を反映した雑誌は 『Hanako』 だけではない。編
集誌面にバブル文化を色濃く含ませ， 高級ブラン
ドからの広告を期待して， 1993 年には 『GQ JA-
PAN』， 1995 年 に は 『VERY』， 『 ラ・ ヴ ィ・
ドゥ・トランタン』， 1996 年には 『Grazia』， 1997
年には『GINZA』， 1999 年 に は『VOGUE NIP-
PON』などのライフスタイル誌やファッション
誌が創刊されていく（13）。すくなくとも 90 年代の
半ばをすぎても出版業界はバブル文化の享楽にひ
たっていた。ただし，これらの雑誌群はターゲッ
ト・メディアとして，バブル文化を受容できるも
しくは受容願望がある，高い可処分所得と教育レ
ベルのある層に想定読者を絞っている。バブル文
化の慣性がどこかで続いていることは世間もわ
かっているが，この時期にはバブル文化はバブル
経済の時期とちがって，だれもが参加できる祭り
ではなくなっていたのだ。1990 年代中期以降は
大衆的な広がりはなくなった。一部の層に根強く
残存し続けてはいるものの，もはやバブルはふつ
うの人にとっては終焉を迎えていた。一方，その
まま継続できる層にとっては，バブル文化はもは
18530 年まえ， バブルはあったのか？
や日常となり非日常の祝祭ではなくなった。
　雑誌誌面上のバブル文化の慣性を維持させた要
因として，出版業界の景気がバブル経済のピーク
よりも 6〜7 年後にずれていることもある。図 3
には 1995 年でピークを迎える雑誌推定販売部数
もグラフ化してある。推定発行部数と推定販売金
額でのピークはさらに遅れて 1997 年だ。どの指
標で測るかによって多少の差はあるが，出版景気
の頂点は 1990 年代半ばである（14）。デジタル化の
大波に洗われる前の 1990 年代中葉の出版景気に
は裏付けがあった。15 歳から 64 歳までの生産年
齢人口は，雑誌のピークとほぼ同じ時期の 1995
年に 8,716.5 万人でピークに達した（15）。いわゆる
人口ボーナスである。読書時間も統計がある
1968 年以降は 21 世紀に入るまですべての年齢層
で長くなっている。とくに，若者の読書時間はほ
かの年齢層よりつねに長かったので， 戦後のベ
ビーブームによる若者人口の増加はマス雑誌成立
に大きく寄与したと考えられる。読書時間が減少
するのは 2000 年前後になってからだ （清水 
2015b 藤竹 竹下 2018）。さらには， 旺盛な広告
出稿需要もあった。
　出版業界は 1980 年代以降 1990 年代中葉まで拡
大し続けた，いわば巨大な金貨であった。その 1
枚の金貨の片面で週刊誌や経済誌などジャーナリ
ズム的要素が強い雑誌はバブル崩壊を話題にしな
がら，反対側の面では情報誌やライフスタイル誌
がバブル文化的消費行動を提案していたのだ。出
版景気のさ中で雑誌周りの仕事をしているいわゆ
る業界人の金回りは，バブル経済破綻の影響を受
けにくかった。また，自分自身が慣性としてのバ
ブル文化の中にいるので，情報誌やライフスタイ
ル雑誌の編集者は違和感も後ろめたさもなく，バ
ブルは崩壊したんだってねえと言いながらバブル
文化を反映させた誌面をつくっていた。その本や
雑誌が売れていたのだから読者もまた共犯関係，
もしくは共依存的にバブル経済の焼け野原でバブ
ル文化を楽しむ，もしくは楽しもうとしていたの
だ。このように出版は，バブル経済後のバブル文
化が慣性を保つことに寄与したと考えられる。す
くなくとも筆者の周りではそうであった。
8．ジュリアナ東京とバブル
　雑誌メディア上でのバブル文化の盛衰を例示し
たので，今度は『Hanako』に代表されるような
ブランドやグルメ欲とは方向性がことなるが，し
かしやはりバブル文化の一側面である具体例をと
りあげよう。ここではバブルの象徴として引っ張
り出されることがおおいジュリアナ東京を取り上
げる。ジュリアナ東京は，ウォーターフロントと
もてはやされた東京都港区芝浦に 1991 年 5 月 15
日にオープンした大型ディスコだ。特徴として言
及されるお立ち台は 1993 年 11 月には撤去され
た。1994年 8月 31日には客足が遠のき閉店した。
羽根をあしらった扇子（ジュリ扇
セン
）を手にお立ち
台で踊りまくるボディコンの女性客と，ビジネ
ス・スーツとボディコンがぐちゃぐちゃに入り交
じって踊り狂うフロア。そこは「一種の仮設祭礼
空間だった」（都筑 2006：20）。朝日新聞を「ジュ
リアナ東京」で 2019 年 10 月まで検索してみた。
検索結果は 88 記事だった。そのうち記事中に
「バブル」ということばが書かれているのは 33。
バブルとジュリアナ東京が別の文脈で出てくる記
事もあるので，さらに両者を関連付けている記事
に絞ると 22 あった。図 4と図 5はそれぞれ 1991
年以降，年ごとのジュリアナ東京という語句が含
まれる記事と，そのなかでバブルと関連付けて記
述している記事の掲載回数である。
　朝日新聞での初出は 1992 年 8 月 8 日と開店か
ら 1年以上すぎてからだ。バブルとジュリアナ東
京を関連付けた記事はさらに遅く，1995 年 7 月
17 日が初出だ。「新商法キーワードは大人　熟年
より若い層　料理店，アパレルなど照準」という
記事中に「バブル期の「ジュリアナ東京」」とい
う表現がある。次は 2000 年 5 月 1 日「寺島実郎
氏　戦略研究所長（新世紀を語る　第 2章・情報
革命：7）三井物産戦略研究所長」という記事中
に「そのころ（1993 年頃：本稿筆者補足）日本
は，若者がジュリアナ東京で踊り，ちまたでは
『踊るポンポコリン』という奇妙な歌がはやって
いた」とある。しかし，同楽曲は 1990 年のヒッ
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トで，社会的記憶が構成されるさいによくある時
系列での混乱が見られる。2004 年 10 月 15 日の
記事ではジュリアナ東京のことを「羽根のような
フワフワの扇子を持って，ボディコンを着て踊る
ディスコ」としている。同店の開店がバブル崩壊
後であるとする記事もある一方，2006 年 7 月 8
日付けにはディスコの大型化や高級化について
「その隆盛はバブル期，「お立ち台」で知られた
ジュリアナ東京でピークに達した」とある。2010
年 3 月 17 日の記事は，「バブルの象徴として語ら
れるディスコ「ジュリアナ東京」が芝浦に登場し
た」が「そのときすでにバブルは崩壊を始めてい
た」と，事実とはズレがあるものの世間ではジュ
リアナ東京がバブルの象徴となっていることを前
提としている。2018 年 12 月 24 日付けでは「バ
ブル景気のまっただ中」では，「ジュリアナ東京
などのディスコでは「ワンレン・ボディコン」の
女性たちが舞い踊り，映画「私をスキーに連れ
てって」の大ヒットでスキーリゾートも大にぎわ
い」だったと表現している。周知のように同映画
は 1987 年に公開されている。このような時系列
の混乱は，書き手のミスというよりは，そう書く
のが社会的記憶として常識になっているからだと
捉えたほうがよさそうだ。
　ここで注目したいことは，4図と 5図を重ね合
わせると，ジュリアナ東京自体の記事掲載数が時
図 4　ジュリアナ東京が含まれる記事の掲載回数（2019年 10月まで）
図 5　ジュリアナ東京とバブルを関連させた記事の掲載回数（2019年 10月まで）
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代を経るにしたがって減っていくのに対して，
ジュリアナ東京とバブルを結びつけた記事が増加
していくことである。バブル経済が破綻した後に
開店したジュリアナ東京は，閉店して存在しなく
なってから，すなわち後付で人々の記憶のなかで
バブル，ボディコン，ジュリ扇，お立ち台などが
常套句としてセットとなり，さらに時系列を混同
した他のバブル文化と結びつくことで，バブル文
化の象徴としてのステレオタイプ化した社会的記
憶が構成されている。その記憶の構成はバブル経
済から 5年程度たってからはじまり，その後にい
くども再帰的に再構成されながら 30 年後の現在
ではいわば常識化している。
9．バブルの社会的記憶の構成過程
　ここまでの分析で，以下のことがある程度は説
得力をもつだろう。バブルということばが使われ
ていないバブル崩壊以前には，世間の人々は，い
つまでとはわからないけれど，このまま続いて
いってもおかしくはない景気のいい日常のなかで
暮らしていた。バブルが崩壊したことではじめて
バブルは認識された。だが，バブルが破裂したこ
とを認識しながらも，特定のジャンルの雑誌はバ
ブル文化を推奨し続け，バブル文化の慣性を保つ
ことに加担した。そのバブル経済崩壊後のバブル
文化をもバブル期の事象として遡及させ認識した
人々は，「昔はよかった」と言って時系列の混乱
を自己認識しないままに記憶を構成した。そのさ
い，実際に自分が体験していないことでもさも自
分が体験したのごとく，無意識のうちに自分自身
が信じ込んで再構成されることが起こる。「ジュ
リ扇，お立ち台，ボディコン，そう，オレもバブ
ルのときはジュリアナに通ったものだ」とった具
合である。そしてその記憶は同じような体験を共
有する集団での集団的記憶となり，さらにはより
広い社会的記憶となった。新聞や出版はその社会
的記憶に沿った形でバブル文化の記事を再帰的に
掲載し，読者はバブル文化の社会的記憶をさらに
再帰的に構成していく。本稿では言及していない
が，この構図は電波やインターネットなどの他メ
ディアにも当てはまるだろう。この繰り返される
再帰的な社会的記憶の構成によって，もともと景
気のいい日常としてしか認識されていなかった
1980 年代後半はバブルとして後付の社会的記憶
となる。
　そして，『バブルの肖像』が言うように，2000
年代の「IT だの裏原宿だので儲けた，きょうび
の億万長者たちは，きっとバブルのころみたいな
バカげた散財はしないのだろう。（中略）アタマ
いいよね。でもつまらない」（159p）ということ
になり，バブル文化はもはや社会的記憶のなかに
しか存在しないようだ。
10．バブル経済とバブル文化の評価
　では，バブル経済とバブル文化は同方向の評価
で記憶されているのだろうか。朝日新聞に掲載さ
れた膨大なバブルの記事は，ほとんどがバブル経
済についてであって，一貫してネガティブにとら
えている。ところが，バブル文化の記事はきわめ
てすくないものの，ネガティブからポジティブな
ものへと変化した。朝日新聞では，「バブル文化」
ということばは 2004 年 10 月 8 日が初出であ
る（16）。「金ピカのバブル文化が栄え，あっという
間に泡と消え」という表現で明らかなように，バ
ブル文化をネガティブにとらえている。その後，
2018 年までで 7 回だけ掲載される。2006 年の 2
回は『バブル文化論』に関しての書評と著者イン
タビューで，バブル文化については客観的立場か
らの分析だがどちらかといえばネガティブだ。
2016 年以降の 4 回はバブル文化へのリバイバル
や憧れが流行しているという記事で，バブル文化
をポジティブにとらえている。2017 年 5 月 14 日
の記事タイトルは「（文化の扉）今ウケるバブル
文化　自由に生きる女性・寛容さ，社会にあっ
た」で，2018 年 8 月 25 日は「（be ランキング）
行ってみたい時代　いまないものに憧れて」だ。
　このように，バブル経済破綻から 15 年近く
立ってはじめてバブル文化ということばは新聞に
登場するが，最初はネガティブな社会的記憶とし
てであった。それが，さらにおよそ 15 年たつと
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ポジティブなものに転化した社会的記憶として再
構成されている。建前では狂った経済だったと理
性で批判しているのだろうが，毒まんじゅうとい
う享楽を味わって嬉しかった，もしくは味わいた
かったのにという人間臭い本音の部分が垣間見え
ている。ガルブレイスによれば，金融上の災厄の
記憶が消え，狂気が装いを変えて再来し，人の心
をとらえるにはまでには通常20年かかる（2008：
121）。1980 年代末の日本のバブルについていえ
ば，バブル経済につてはまだトラウマが残ってい
るようにも思えるが，たしかにバブル文化はふた
たび人の心をとらえはじめたのかもしれない。
11．とりあえずのまとめ
　さて，そろそろこのノート（覚書）のまとめに
入ろう。バブルの社会的記憶は茫洋として研究対
象としにくいことは，先行研究の量からもわかっ
た。ただし，バブルの社会的記憶の構成過程を分
析するために，バブルをバブル経済とバブル文化
に大別し問題を切り分けていった結果，今回は 4
点にかぎってある程度整理をすることができた。
　①バブルは，後にバブルと言われる時期には世
間の意識上には存在しなかった。もともと好景気
下の日常でしかなかった 1980 年代後半は，バブ
ル経済が破綻して以降，後付の社会的記憶として
バブルとなった。②『Hanako』の誌面で追ってい
くと，バブル文化には慣性があり，すくなくとも
1990 年代中葉までは続く。バブル経済より 6〜7
年あとだった出版業界の好景気は，バブル文化の
慣性を保持する一因となった。雑誌と読者はいわ
ば共犯関係となってバブル文化が継続された。③
ジュリアナ東京は時系列の混乱から，後付の社会
的記憶としてバブルの象徴となった。④バブル経
済は一貫してネガティブに評価されるが，バブル
文化はネガティブからポジティブな評価に変化し
た。
　本稿ではまだ上記①から④の理論的分析をする
までには至っていないが，これらの項目の背後に
は，ⓐ自己認識しないままに，バブル経済後のバ
ブル文化をもバブル経済崩壊以前の時期の事象で
あったと遡及させて記憶を構成したこと，ⓑ実際
に自分が体験していないことでも自分が体験した
のごとく，無意識のうちに記憶を再構成したこ
と，そして，ⓒ再構成は再帰的に繰り返され，世
間が共有化して最終的には常識にまで固定化する
こと，が共通項としてあるように思われる。以前
に「江戸時代の識字率は高かった」という社会的
記憶を分析するさい清水（2017）は，バーガーと
ルックマン（2003）の「制度化」「正当化」「維
持」「内在化」という概念を枠組みとし，ガーゲ
ン（2004: 82-85）の「既存のテキスト」「味方
（協力者）」「レトリック（修辞的な工夫）」「「記
録」の工夫」という概念をツールとして応用し
た。この方法論はバブル文化を分析するさいにも
応用できそうだ。ただし，分析材料をもうすこし
集めてから作業にかかるつもりなので，今回は方
向性だけを示すにとどめる。
　研究を進めるにしても，先行研究が少ないのだ
から，もしかしたら筋の悪い研究テーマなのかも
しれない。もし，筆者が職業研究者になるために
通常ルートに沿って大学院で指導教員のもと訓練
をはじめたのなら，この複雑なテーマは選ばな
かったろう。しかし，幸いにして筆者は通常ルー
トで職業研究者になったのではないので，将来の
ことを考えずに研究対象を選ぶことができる。そ
れに，研究者からは学術的にはほとんど相手にさ
れていないらしいバブル文化のなかで仕事をし，
生きてきてしまったのだ。
　そんなこんなで，パソコンに向かってキーボー
ドを叩いている 2019 年 11 月現在，いまだバブル
富士の二合目あたりで登山道を探しあぐねている
状態だが，江戸川大学紀要 30 号記念特集に「30」
をモチーフとしてなにか書くように，論文でなく
てもノートでも随想でもいいとのお誘いがあった
ので，1989 年のバブルの頂点から 30 年，私事で
おこがましいが 2010 年に出版の現場を離れ研究
者になろうとしてから 10 年，区切りがいいので，
バブルをどう扱ったらよいのか四苦八苦の現在進
行中の状況を覚書（ノート）という形にまとめる
ことにした次第である。職業研究者としては残り
時間もすくなくなったので，はたしてバブル富士
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の頂上まで登りきれるかどうかは心もとないのだ
が，ともあれ，社会的記憶というキーワードを筋
に一見まちまちな具体的事象を研究することで，
螺旋状ではあるがすこしずつ登っていきたい。
（本稿は 2019 年 11 月 26 日に投稿した）
《注》
※URLは 2019 年 11 月 12 日に閲覧
（ 1 ）  2019.10.14 に朝日新聞の「聞蔵 II」で検索。「バ
ブル」で記事を検索すると，バブルスターなどバ
ブル経済とは関係のないことばも出てくる。本稿
では 1991 年 4 月までは，これらの記事はカウン
トしなかった。ただし同年 5月以降は，バブル経
済記事の掲載回数が急激に増えるので，ヒットし
た記事をすべてカウントした。
（ 2 ） 「土地・株評価額，87 年の年間増は 480 兆円　
名目 GNP の 1.4 倍」の記事中「値上がりを期待
した投資が，価格上昇を通じてさらにカネを呼
ぶ，投機的な「バブル現象（あぶく現象）」を生
んだ」との表現がある。
（ 3 ） 「拝金主義の行きつく先は（社説）」。
（ 4 ）  このような常識や伝統の多くが後付であること
の研究は，『創られた伝統』（エリック ホブズボ
ウム，テレンス レンジャー編 前川啓治，梶原景
昭訳，紀伊國屋書店，1992）をはじめとして，
『創られた「日本の心」神話』（輪島裕介，光文
社，2010），『イレズミと日本人』（山本芳美，平
凡社新書，2016）など豊富にある。ただし社会的
記憶の構成過程の分析という観点を主要なテーマ
としている研究は多いとはいえないだろう。
（ 5 ）  日経平均株価前年比の変動幅に他の 2つも合わ
せて標準化し，3指数を加えた。消費者物価指数
の変動率をデフレーターとして使うことも考えた
が，ふつうの人にとっては，CPI で上記 3つの指
標を修正して認識することはあまりないと考え，
CPI はつかわなかった。
    平均民間給与は https://www.nta.go.jp/publi-
cation/statistics/kokuzeicho/jikeiretsu/01_02.
htm
    日経平均株価は https://indexes.nikkei.co.jp/
nkave/archives/data?list=annually
    全国市街地全用途平均価格指数は https://
www.stat.go.jp/data/nenkan/back64/zuhyou/
y1712000.xls
  を出典とした。雑誌推定販売部数は『出版指標年
報』より作成した。
（ 6 ）  30 万重量トンの大型タンカー（VLCC）が，原
油を満載し 16 ノットのフルスピードで走ってい
る状態で急にエンジンを停止しても，船がほぼ静
止するまでには約 30 分かかり，この間に船は 8
キロメートルも進んでいる。https://www.jsanet.
or.jp/seminar/text/seminar_023.html
（ 7 ）  原は自身を「凡庸な一青年」（17p）とも記述
するが，例示された彼自身の体験もしくはその周
辺でのバブル文化は，凡庸な人々がだれでも経験
できるものだったのだろうか。また，ギデンズが
グローバリゼーションということばについて
「一九八〇年代末，学術論文でも，日常会話でも，
このことばはほとんど使われたためしがなかっ
た」（佐和隆光訳『暴走する世界』ダイヤモンド
社，2001：22）と指摘するように，まだことばが
ないにもかかわらず，「七〇年代から八〇年代に
かけて，冷戦からグローバル化へと」（14p）と
常套句的に論を進めるなど，ことばにたいしての
吟味が不足しているようにも思われる。
（ 8 ）  ジュリアナ東京，宮崎シーガイア，ザウス，柏
崎トルコ文化村，ハウステンボスなど。
（ 9 ） 「Hanako」は 1989 年の新語・流行語大賞の新
語部門で銀賞を獲得している。
（10）  マンガ『気まぐれコンセプト』（1981 年 10 月
〜）の作者で，『私をスキーに連れてって』（1987
年），『バブルへGO!!　タイムマシンはドラム式』
（2006 年）などの監督。
（11）  男女雇用機会均等法が 1985 年に制定，1986 年
から施行されたことも女性の時代を強調した背景
にあるだろう。
（12）  創刊号からおもに毎号のタイトルを目視しただ
けなので，見逃しがありこれ以前にバブルという
ことばが使われているかもしれない。
（13）  雑誌の創刊についていえば，その趨勢はバブル
経済とは同期していない。バブル経済の時期に落
ち込んだが，バブル経済の破綻以降にふたたび創
刊は勢いを回復する。
図 6　雑誌の創刊復刊数と廃刊数の推移
  （電通「広告景気年表」より作成）
（14）  雑誌にかんしての統計は『出版指標年報』か
ら。雑誌の盛衰には，販売部数に広告売上を加え
るべきである。雑誌広告につて一般的に使われる
資料は，電通がまとめている「日本の広告費」だ
が，1985 年と 2005 年には広告統計の基準が変更
されているので，時系列での評価がしにくい。し
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かし，雑誌が売れている時期には広告出稿も多く
なる傾向がある。したがって，ここでは，雑誌業
界の勢いを推定販売部数で代表させている。
（15）  http://www.stat.go.jp/data/nihon/index2.html　
日本の統計 2018（総務省）
（16） 「唐獅子図屏風（名画日本史　イメージの 1000
年王国をゆく）」
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